


介護保険　　
・・

　　　　　倶険料とその納め方は？

６５歳以上の人と、４０～６４歳までの人とでは異なリます

６５歳以上の人｛第１号被保険看）の保険料

◆保険料

　　俣蹟料は，佳んでいる市匡町村のサーヒス水準１＝」：って

　異なリます．施設やホームヘ」Ｌバーなどが峯くサーピスが

　尭実している市厘呵村では保膿料が高くなり 、辰対１二
．

　サーピスが少ない市国田丁村では保畦料は低くなリます
．

　　また，この俣強料は、所得に応じてヨ段階に分けられま

　す
。

ｔ
保
蹟
料

全固平地で
月皇，筥口ｏ円程瞳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　福一
告保険料の納め方

　　老齢 ・岨咄年金が月誼ｒ；．ＯＯＯ円岨上の人は，年金から天弓１音されます。年金誼が月額１；．ＯＯＯ円に

　岩たない人１ま一口座振智など１＝」：コ て個別１＝市匡吋村１＝納める仕組弗となっています
．

　　ただし一新しい制厘１＝慣れていただく止拍の特個措置として
．

　平成ｒ１年’山筥月までの辛年間 ・・・・…　　 ’納出なくても」＝い

　平成１！年ｒＯ月山平曲１ヨ年筥月由でのｒ年問 …　本来納曲る裸嘆料の半額とする二とがで告るよう

　に、国は市国血村を財曲圭拐します
、

　ヰこの措置は．市匡町村１＝よｒて異なる場合があｕ由す
自

４０歳～６０歳までの人（第２号被保険者〕の保険料

◆保険岬

　保蹟料の計算の牡方や額は、加入している医痂保蹟１二」＝ｒて異なります
。

　健康保険 ・共済組合１こ
　　　加入している場合
・ｒ’工１’埋岨１亘棺珂■’二店Ｌ’ 亡曜坦り言苛

．」

…；理川田串骨１訂皇聾主〃Ｏ．担ｉ 。言甘
。

・■」ラ■」一｝，ｏ〕堀高ヒ仙抽甘酉苫山月１且
、

斯とｉ＝ｒ’罧瑛＃ ＝岨抽・曲君岨要１■由り菖せ＾

◆保険料の納め方

　医症保瞳の保践閏に上寵せして一つの保険料として、加入しいている匿測呆暁に納めます
．



Ｆ

　　　　　介護保険の在宅サービスを上手に利用するため
、

居宅ザーピス計画‘ケアプラン）を作りましょう’

　　理介描認定を受けた方は、胴宅介地支援事難都ケアプラン作戚都業者〕］を選

んで．‘介謹支擁専門籟｛ケアマネージャーｊ】と ’鮎にサーヒス引’ｉ面ｉを作ること

ができます、どのような介謹サービスが望ましいか、柚極的に柵談しましょう
．

　　　　　要介護認定く要支援．要介護１～５〉
　　　　　　　　　　　　　　　　“

居宅介護支援事業者（ケアプラン作成事業看）

◆状態の把担
　本人や哀曲に面措し，生活上の解決すぺき謂題を明らか１＝Ｌます

。

　　　▼
◆計画原棄の作成
　地域で刊用できる在宅サービス事堂者の情甜が提供され、利用者がサービス

　皇業岩を躍ぴます
ヨ

　　　■
◆サービス担当者との遍絡 ・調壷
　本人や誼族も巷加Ｌ一介誼崔霊けながらどのような生括在したいかなとの意

　見壼換を行います
．

　　　■
◆居宅サーピス計画の作成
　利用岩の希望、介田サーピスの目標、サービスの踵掘 ・内容 ・利用料などを
　考膚して作られます

．

　　　▼
◆利用者の同意
　計画の内容が利用者の希望に舎っているか確調します

。

　　　▼
◆利用看の負担
　届宅サービス計回の作成１＝は、利用看負担はありません

．

　　　　　　“

在宅サービス事業者

　　　 ’　＾

割　　 ’』
＝』一

．■’
　・　　　！ ・

　　 ’　　　　、
　「

…１　　　　　 １

１割の負担で．サーピス崔利用できます
。

’，．’・　■



国保・町村交通災害共済　　
。

到国倒團倒型

保政証’の螂所を忘’れず仁り

　国民健原俣瞳１［加入してＬｒる世帯１ま一保瞳…止の里新の暗期がや コてまＬｒＯまＬた。睨在お干元に面る

保険証はヨ月昌ｒ□に有効朗硯か切れま可ので．’月ｒ□からは診癒か受けら月なくなｏヨ…す
。

　このた曲，次のとおＯ手続吉在行」ｒヨ：すの正＝忘れずに．更新右」て下さＬ「

月　　　目　　　時　　　聞 蜴　　　所

３月２９目は〕

３月２９目｛水〕

３月３０目｛ホ〕

午前９時｛正午

午後１時～４時

午後１時山一時

午前９時山午後４時

竈見公民館
下口地公民館

上町公　民館
３月３１目雌〕 殻唱１目ロヒー 雌目 ・本町〕

珪　屠佳している地区毎１こ更新を行います。都合により届住地匿の指定目に二られない場合は
、

　』月ｒ目岨後役場の窓□へお越しください
自

据　国保のしくみをわかりやすく説明したガイドプリウを婦入会 ・理膏会を通じて全戸配付いた

　しまＬたのでご覧ください
ｏ

町材交逓災寄共済仁豪虜そろ ，ｒ加スしましよう

加入手続き１ま保険証の更新と同時１＝受け付けます
。

この共摘は一県内全臣＝村の佳崖がわすか刺卦盆在出」台」ｒ 不宰にして

交逼幸曲１二茜わｎた力に見舞金荏おくる 一田村佳民のため似相互扶助

制苗で正

西桂田に住民置録目…た１茸外国人畳銀さｎて」ｒる方で可、加入者が述中他

而且］封へ転出した場台で七．共渚期閻巾■＃有動で百
。

所定の「田］’村至遇與酉共揖加入申込司」

１こよｏ 、地匡公民館または投場で行な

Ｌｒま可
、

佃程は保険証更新と同じです 。）

ｒ人年龍５００円で萄 ’、 なお ．申途

加入で七描金は同ｕで寸
。

平成１２年４月１圓

　～平成１３年３月３１８まで

抵中途加入の蜴舎１’．加入した聖日血ら

　平屈１；年亘月宣１日由でです
。

■見舞金額護茎＝妊欝濃芋午 た賂下記の鋤

等獺１　　　　　　　埋　宮　の　程　廣 共語見繧全囲

１亜亡　　　　　　　　　　　」１ ．ＯＯＯ。四〇円

　’ 身毎唖害者福祉法壷行規旦一」別最詰』号１１掘カ１ら茗朗丑モ 　　帥Ｏ．ＯＯＯ円
一呈身盤葦嘔硅蟄壷１１掲雌胴 ｊ．朝州期圭ア　酬，。岬
コ　措曲１亘か月岨上冊幅吉モ宴浩癌目曲冊目坦上　　　　　　 ｒ目□ ．ＯＯＯ円

』　治痘語＃月］上１呈か月圭道帥倶害モ宝治冊目誼朋目］上’ 刊Ｏ ．ＯＯＯ円

５　措痕｛＃月以上田か月夫措の旧菩で雲治籔目邊”口］上　　　１１０ ．ＯＯＯ円

６　措拮４由！月坦上５廿月尭拮師幅害で宝浩痘目融ｒ月目以上　　　筥ｏ．ｏｏｏ円

７　浩癌コか月以上’ｉ，月ヨ…措切旧讐で霊 ’告籔目軸１』目坦上　　　〒Ｏ ．ＯＯＯ円

呂　治痂コ＃月以上ヨか月未措の個害で雲治竈Ｅ剖１０Ｅ以上 ；ｏ ．ｏｏｏ円

筥

１０

１１

浩癌１カー月坦上空か月未措師佃宮で割告籔日亜田目蜆上

浩癌呈咀問坦上「打月尭晒師蠣害で実浩拮目融』Ｅ坦上

茗ｏ ．ｏｏｏ円

呈ｏ．ｏｏｏ円

措嗣ｒ咀晴饅上ユ咀問尭描帥蠣冒モ雲泊菰目融ヨ日岨上 １５ ．□口Ｏ円

１呈　措軸…掴問未曲切幅害干吏…告癌昌曲，目岨上 １０．ＯＯＯ円



。　チャイルドシート ・スポーツ安全保険

チャイ几ドシート購く貿の

眈服し姜す

　道硅壷逓拮の一部改正１二伴い，平崩ｒ１年一月１］からチャイ」』ドシート着用打。荘握ｔ

されます ．町１こお」ｒても、　チャイ」しドシートの眉用の侶進在囲Ｏ ，手１ 劫児の丑逼壷全に

告．与寸ること在口的として，チャイ几ドシート在淵入Ｌた方１［対」 ，貼入費の一剖亨助

成します
一．

■剋　　ｏ ６虚未措乳劫児のた由に．平成ｒ１年１月１日以睦チャイルトシートを

購入する町内在佳の人
。

■蠣　凹平成１２年１月１目から平成１５年３月ヨ１目

■助曲頸 宰Ｌ児用シート　３，ＯＯＯ閂　地児用シート　３ ．ＯＯＯ円

学ヨ用シート　２ ，ＯＯＯ円

（１人の；壷未描乳劫児の購入に対する助成は，期闇中ｒ回臨りとＬます ．〕

■申，方珪　チャイルトシート覇入萱助成金交付申謂竈１＝必要事項を記入のうえ 一商

　　　　　　品領咽害を添付し．剛入Ｌた日から１ヶ月以内１＝申謂してください
。

　　　　　　　　伸請■は、役蜴鞄謂課にあります ．〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃

一子供の安全確倶は、同乗する大人全貝の責任であり義務です。一

スボーツ婁全倶一直あんな６蔓苔讐お肌ます

グループ括莇中の事故
、

　　　　　硅邊珪中の事故

平苗ｒ２年』月１目から

　　　　翌年ヨ月３１目まで

西桂教肯委口芸＝担当ノ相沢〕
ＴＥＬ０５…… ・２５ ・２目』１

ヌポーツ活動，立化活軸、ポラレティア活動等に晶曲な保蹟です
。

　　　　　帯ヨ名坦上のグ几一プで御巷加下さい．．
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　　　三ツ｝ｏ辺■ｏ■竈軌行予口

蝿■’日　　蛆ｏ．２００．ヨｍ円

　睦体強工房１抽　舘骨！囲躍　延庄直柏茗蝸吊

　睦□ケ 」、 ウユ４１菅＝ヨ人用ヨ１壷ｊ｛１０人用１Ｉ壷ｊ

　尭他進入昭曲良工事 ・地直詔古 ・瞠物解体工由等

竈＾予ｏ金唖　　困ｏ、＝ｍ，帥ｏ円

　睡国 ・県棉助金１ｒＯ ．軸Ｏ． ＯＯＯ円

　曲起　　　慣１柵 ．口ｍ． ＯＯＯ円

　珪町単抽財邊　　昌 ，呂ｍ． ヨｏｏ円

〔．’雛墓鰯鰐蝋鵠鎌窄塞 ・守呈・芋三削 ・〕

使用料［Ｏ莇削蜆鮒 １ｍ硯脇］

時日■は，　１時□由土 ‘ 師蜆金でｆ。曲■向〒高肺ぱ
＝自由一二珀日吉日蜆■昔圭す

日

■三 町営　三ツ峠グリーンセンター
Ｔ　Ｅ　Ｌ０５５５－２５－３０００

■



保　　健　　
。
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　　　　健
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　事ろ
健が ほ
康私票
づの毒
く
り　嬰
Ｌ

壬１ 硅‘ やｒ　ｌ二なかとら歩か
拙て１．ｊ呈て

・・ 寸寸＝ｌ　ｌ－１」＾　’ら
士・ いにい１土Ｉｊ岳ヰ苗趾件州 １」ｒ

針ポ・±ヨ」服’■い；畝’十 名・ 「［ｌ
Ｈ寸なＬ 」！’ｒ｛苛…　か ’〔咄１た１
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乞ヅ

何、

吉；一１Ｉ１専製弄享り捜
小；．

１ｌ！丁告なサ１い・１１＋’＝’ 午一１’一
埜も茨ｉり＝■１王ゲ・睦 ・ピ；ｒ、
手菱了１誉１睾；義童吾芸１

　心七が；＝…ｊＬ ぐ柚 ．モ４二がＯ

３月 ・４月 ヨ１起義

生後３ヶ月川叩ヶ月

生後ヨヶ月～岬ヶ月

キツスサロフ 母子の遊ぴ場として開放しています
。

健廣伽操 　体操教室の継続として毎週月曜目の午前１０時３０分からピデオ及

ぴ…茜師を招いて自主的１こ体操を行っています曲月会日１ ．ｏｏｏ円です
曲

　身体が不調の方は、モの改善に。健康な方は、健康増進のため健

廣体操をあなたもしてみませんか。希望者は、月曜目にご参加下さい
坦
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一
’
一
二
．
わ
れ
石

二
．
‘
な
く
、
そ
帥
人
椹
在
甜
｛
合
い

坦
〃
か
カ
廿
い
の
人
倍
を
曽
．
止
Ｌ
＾
…

ｉ
哩
供
旧
｝
て
冊
会
仰
あ
ら
叫
丑
分

野
」
、
｝
苫
に
奉
．
則
「
一
、
モ
切
個
什

」
．
一
・
帖
力
・
‘
－
叫
力
＃
一
「
．
分
に
砧
抑

」
、
虫
出
－
一
丁
珊
地
に
・
地
坤
山
＃

｝
に
＾
献
．
、
辛
名
杜
＾
で
あ
ー
圭
・
丁
、

世
力
あ
乃
．
山
生
山
キ
一
Ｈ
柵
－
一
ま
寸
．
．

由
舅
虫
共
同
審
画
社
舎
岨

　
　
　
茗
本
の
キ
ー
ワ
ー
ド
由

　
苗
人
権
・
個
人
・
自
由
・

　
　
　
　
自
立
・
貢
任
・
平
等
中

　
仙
木
問
に
は
、
”
■
‘
ｋ
Ｌ
か
な
い

が
て
音
丑
と
い
・
「
廿
刮
｛
キ
一
拙
一
り
朴

缶
｛
巾
で
、
二
れ
か
ら
切
荊
蹄
化
・

少
子
化
咄
代
に
由
他
－
へ
「
二
一
正
ら
寸

一
人
一
■
．
・
も
叶
圭
・
．
ｏ
れ
正
・
ｕ
分
苗
冊
■
一

１
■
一
け
一
、
い
た
だ
与
た
い
■
す
．

ト

学
年
末
の
少
年
非
行

　
　
　
　
　
防
止
に
つ
い
て

一
、
｝
年
十
甘
＾
が
．
肚
、
つ
い
て
占
士
Ｌ

」
．

　
中
葉
・
丑
｝
」
・
畦
肚
・
蛆
咄
な
ど

∴
↓
．
一
・
｝
甘
…
瑚
埴
、
＾
問
咄
侃
か
大

き
く
蛮
｛
ゐ
二
の
叶
岬
■
、
新
「
一
い

廿
｝
…
へ
切
期
持
甘
…
、
．
小
｛
虫
帖
山
、
咄
放

曲
が
交
甜
」
て
、
ヰ
珊
椚
ー
ズ
ム
が

　
土
た
，
心
的
曲
主
ム
中
心
珊
的
勤

柵
な
ど
か
ら
、
宗
旧
仕
ど
師
北
什
に

走
晃
＝
と
が
廿
戟
蛸
笹
く
な
る
時
則

で
一
．
．
．

肚
山
柚
袖
払
帖
キ
一
－
＾
く
抑
蹄
Ｌ
、
心

山
．
小
苗
を
冊
冊
咄
に
咄
．
肺
い
て
中

且
一
．
一
．
‘
が
人
切
で
す
」

　
モ
Ｌ
て
．
丁
肚
帥
行
皿
を
冊
か
く

甘
｛
“
．
、
粁
串
制
に
希
｝
中
一
廿
て
兄

寸
．
．

　
苫
・
趾
で
■
、
再
閏
係
軸
…
…
と
山
連

瑚
坦
甜
化
括
軸
や
帳
晒
杣
埋
．
相
咄

吊
甜
在
ど
を
強
化
・
丁
石
吐
か
で
．
北

行
仙
十
昨
肌
｛
．
在
蛛
山
に
推
過
Ｌ
て

　
宙
・
鹿
，
地
抽
円
井
茗
九
〇
．
岡
帥

御
哺
山
キ
一
土
而
…
い
い
止
＾
－
一
ま
十
・



お知らせ　
ｒ〔

　
　
　
団
届
年
金
．
保
険
料

定
嗣
｛
１
荊
月
〕
ユ
ヨ
，
ヨ
ｏ
ｏ
円

付
加
｛
］
カ
月
〕
ー
ヨ
，
７
０
０
円

国
民
年
命
の
恨
険
料
は
、
揺
非
＾
肪

誰
か
・
皇
椚
韻
の
老
蹄
蛙
礎
年
金
を

唖
捨
す
る
た
助
に
、
別
歳
か
ら
帥
旋

ま
で
の
珊
年
問
耕
め
る
も
の
で
す
、
」

ま
た
．
現
故
や
抽
免
な
ど
で
窮
・
一

が
強
ｏ
止
－
、
小
革
に
し
て
死
亡
し
一

芒
；
妄
給
責
争
璽
基
描
一

年
寒
、
墨
年
奮
薫
す
套
一

め
に
も
」
定
の
保
曲
料
制
付
．
典
件
が

必
聖
と
な
ｏ
ま
寸
”

金
侃
瞳
料
は
毎
月
忘
九
ず
い
」
鞘
め
ま
一

Ｌ
上
う
自

毎
口
紬
的
る
手
撞
も
は
ぶ
吋
ま
す
。
　
一

　
ぜ
ひ
、
有
利
な
供
瞳
料
切
前
耕
制
一

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
一

★
前
栴
期
朋
平
成
ｕ
年
４
月
朋
日
一

睦
平
肚
”
年
度
は
’
月
帥
ｕ
が
休
旧
一

止
な
る
た
め
、
前
紬
期
限
が
は
中
ま
一

　
金
融
機
閨
で
納
付
書
に
よ
ｏ
納
付
一

旬
据
逼
了
定
で
寸
。
　
　
　
　
　
　
一

　
平
肚
口
年
度
の
国
旺
年
金
保
胆
料
・

■
を
前
納
さ
れ
た
人
の
巾
か
ら
、
抽
選
一

一
で
１
ｏ
ヨ
名
の
万
に
次
の
賀
＾
が
当
一

た
ｏ
ま
す
。

一
富
葦
奮
著
姜
↓
か
す
一

　
が
い
」
ペ
ア
宿
泊
＃
ヨ
名
携
　
　
一

一
邊
山
製
県
国
民
年
金
基
金
一
丁
レ
ホ
ン
一

一
▽
薯
芳
珪

　
　
官
製
は
が
き
に
価
所
・
氏
名
・
一

　
止
年
＾
］
］
－
韮
礎
年
金
謂
号
を
記
一

　
一
人
し
て
く
だ
昔
い
。
　
　
　
　
　
一

一
墨
基
　
　
　
　
　
　
一

　
■
丁
一
〇
〇
－
Ｏ
Ｏ
ヨ
ー
　
　
　
　
　
　
　
川

　
甲
府
市
丸
の
内
１
－
；
－
１
１
　
　
一

　
…
梨
叫
福
朴
保
硅
部
国
民
年
金
謀
一

内
「
前
糾
プ
レ
セ
｝
ト
」
鼎

▽
応
■
蠣
眼

　
甲
曲
”
年
ヨ
刀
岨
ｎ
＾
金
一

　
一
当
日
消
即
有
劫
一

▽
晃
　
　
衷

　
　
当
選
者
は
「
ね
ん
き
ん
山
梨
」

　
〒
月
号
で
発
表
い
た
し
圭
す
昔

　
　
前
納
納
付
期
盟
肚
甲
曲
皿
年
｛

　
月
朋
』
＾
金
言
で
で
寸
的
で
一
」
注

　
世
く
だ
昔
い
。

由
問
い
台
わ
せ
先

　
役
場
国
民
年
告
保

　
　
　
　
　
　
肌
１
５
．
２
１
呈
］

　
　
　
　
　
　
１

　
川
梨
叩
袖
祉
促
憧
部
国
民
年
金
謀

　
皿
０
５
５
一
！
ヨ
５
二
’
宮
１
５

一
ｉ

．
う
・　
亨
ン
ス
・
べ
｝
ト
な
ど
は
分
解

Ｌ
て
拙
一
人
Ｌ
て
く
だ
さ
い
坦

一
刊
に
な
ｏ
・
暁
塊
物
旧
焼
却
仲
が
次

一
の
と
お
、
規
制
対
碧
と
な
り
ま
Ｌ
た
、

「
．
規
制
対
誼
施
設
一
柚
症
施
設
一

　
　
白
業
所
の
鹿
棄
物
焼
却
炉

一
２
．
蜆
摸
雲
＃

　
　
川
火
床
面
租
が
Ｏ
・
５
市
以
上

　
　
旧
焼
却
能
カ
か
１
時
間
当
た
り

　
　
　
皿
虜
上

一
ヨ
・
規
制
内
容

　
　
…
届
出
書

　
　
一
缶
梨
蛆
封
事
へ
捉
出
が
必
．
堪

　
　
　
に
在
ｏ
ま
寸
。

　
　
固
斯
設
・
摘
造
変
史
の
場
合

　
　
　
　
丁
事
瑞
手
の
帥
日
前
に
届

　
　
　
…
山
神
を
提
…
山

　
　
伽
推
山
山
基
準
の
迫
守

　
　
　
　
排
山
川
基
華
に
適
合
」
な
い

　
　
　
排
出
ガ
ス
在
排
山
し
て
は
吐

　
　
　
ら
吐
い
一
違
圧
Ｌ
た
堪
告
は
、

　
　
　
罰
則
が
通
用
さ
れ
ム
一

　
　
甘
自
主
測
定
の
実
施
と
報
告

　
　
　
　
排
出
ガ
ス
・
ぱ
い
じ
ん
・

　
　
　
焼
却
灰
そ
の
他
撫
え
胡
に
っ

　
　
　
い
て
』
ダ
イ
オ
キ
一
ン
ン
掘
の

　
　
　
測
症
と
県
へ
の
報
占

　
県
庁
環
壇
局
大
気
水
質
保
全
課

　
皿
０
５
；
＾
！
！
ヨ
〕
１
５
１
Ｏ

　
岡
民
年
金
の
保
曲
料
は
前
鞘
し
ま

寸
と
割
引
｛
」
九
圭
寸
。

ユ
日
坦
，
缶
ｏ
ｏ
円

　
　
↑
ヨ
，
ヨ
ｏ
ｏ
円
共
皿
ケ
月
〕
一

前
納
寸
尾
と

ー
５
５
■
フ
５
０
円

　
　
＾
ヨ
，
昌
ヨ
ｏ
川
割
引
〕

　
掘
険
料
は
毎
月
納
め
る
こ
と
…
」
な

‘
て
い
ま
す
が
，
．
年
問
分
ま
と
め

て
紬
め
孟
荊
納
制
度
を
利
用
す
ム
と

　
　
抽
入
で
圭
る
も
切
に
つ
い
て
は

　
「
ゴ
ミ
分
別
マ
ニ
ュ
ァ
ル
」
を
巷

　
考
に
Ｌ
て
下
き
い
血

一
由
間
い
合
わ
せ
先

　
佳
場
項
境
僅

　
　
　
　
　
　
皿
１
ヨ
ー
１
１
１
ユ

　
租
夫
・
蛆
理
田
竈
ゴ
ミ
収
，

　
籾
大
・
虹
理
嗣
朝
ゴ
…
収
塊
を
玖
一

の
と
お
Ｏ
実
施
Ｌ
ま
す
の
て
、
症
意
一

事
項
を
守
っ
て
拙
・
人
を
お
踊
い
Ｌ
ま
一

寸
咀日
時
平
曲
ｕ
年
ヨ
［
ｕ
日
］
］

蜴
　
所
　
下
暮
地
尾
尻
町
有
地

咄
問
午
前
蓼
時
か
ら
”
咄

　
　
　
　
午
後
－
時
か
ら
ヨ
咄

注
意
‘
項

〇
一
洗
擢
横
な
ど
モ
ー
亨
１
の
付
い

　
て
い
る
も
の
は
外
Ｌ
て
搬
入
Ｌ
て
一

　
く
だ
さ
い
。

汐



■

お知らせ
■■

『
延
長
保
冑
雲
肺
に
つ
い
て
」

　
Ｈ
二
＾
か
＾
．
…
｝
甫
者
ｏ
．
〃
＃
よ
．
’

理
山
．
「
も
争
く
、
保
廿
而
側
上
，
一
一
」
－
七

土
此
に
…
け
柚
判
Ｌ
一
一
・
…
．
．
■
ま
し
上
」
肛

艮
甘
育
が
，
埋
・
舟
吐
帖
Ｌ
て
お
－
・
｛

寸
．
午
市
昔
岬
か
・
阜
－
桂
‘
叶
一
斗

甫
里
・
呂
皿
一
舳
．
分
か
・
■
一
↑
碓
一
肚
一
ｍ

．
竺
キ
一
午
血
了
岨
、
帥
分
か
ら
午
碓
一
－
時

一
一
，
一
．
一
ら
∴
虹
貝
－
．
一
て
｝
．
卜
旧
ケ
血

的
杣
キ
一
■
＝
一
・
い
’
．
た
圭
．
一
”
よ
．
一

・
ｔ
施
「
一
た
」
ま
寸

，
乳
児
倶
育
に
つ
い
て
」

　
一
」
珊
吐
、
よ
咄
阯
旧
冊
廿
申
一
〇

才
…
几
凹
孔
児
川
宅
在
角
む
．
一
的
抽
山

装
を
行
い
，
１
”
肥
苗
年
畦
よ
．
］
一

口
才
…
＾
｝
育
二
向
■
、
保
★
ｏ
．
士
主

か
咄
．
肚
も
上
・
，
に
な
．
士
Ｌ
た
．

　
少
丁
化
封
埴
・
｝
｝
対
蛸
＝
什
・
■

、
ｒ
廿
て
上
据
巾
葉
「
一
呼
店
し
て
｛
甘

保
苛
一
甘
一
．
」
共
・
，
匝
担
保
廿
…
推
」
｝

山
、
・
一
刊
用
を
朋
甘
Ｌ
て
ム
ー
寸
寸
．

乳
児
ほ
峠
砕
…
け
ヨ
十
ｕ
工
］
．
｛
け

五
れ
、
孔
児
柾
一
長
保
肯
－
も
同
時
に
宙
一

肺
い
た
し
土
す

判
Ｌ
く
伽
育
．
所
に
五
川
・
一
．
一
れ
屯
岬
一

｛
岨
五
腓
市
町
刊
凹
〃
占
■
」
■
■
‘
上

■
．
小
一
し
で
も
榊
誰
背
山
ム
＃
帥
．
山

ｆ
伍
い
か
で
斗
．
■
れ
ぱ
Ｌ
．
一
、
峠
育
閉
咄

一
］
．
Ｈ
一
止
と
な
り
て
、
．
．
岡
一
．
．
ｒ

市
て
上
岳
に
向
け
揖
山
－
｛
ま
い
一
・

ま
す
．

お
間
い
台
わ
せ
先

．
刊
拙
町
｝
肯
．
閉

　
　
　
　
　
　
Ｌ

　
　
　
　
　
　
Ｅ
　
■
一
月

　
　
　
　
　
　
１

ヨ
り
一
日
－
．

　
＾
と
冊
物
が
廿
打
寸
ム
｛
工
．
一
＾
い

○
出
兄
肚
＾
．
．
一
珂
た
｛
「
」

犬
・
ね
二
＾
．
止
－
」
く
珂
い
圭
■
．
」
↓
・
「

．
．
．
一
．
｝
．
．
－
．
∴
・
．
一
．
・
．
「
二
・
．
．
’
．
．
∴
一
．
一
一
．
．
↓
．
．
．

・
…
…
．
「
ｈ
遇
蛙
中
血
北
右
岨
ほ
さ
な

　
い
心
く
ぱ
…
と
」
・
■
け
か
人
切
一
一
＝

．
二
．
止
．
所
Ｏ
人
寸
、
へ
」
ｔ
が
、
土
■
＾

　
一
．
一
好
圭
．
一
的
＾
と
ｕ
出
．
］
圭
ゼ
ん
、

　
七
ん
」
｝
方
’
か
・
Ｈ
も
坤
峡
が
胆
’
ら

　
上
↓
－
」
↓
・
「

・
｛
能
，
刊
仲
牛
十
珊
士
上
く
珊
鼎

　
」
．
・
嵌
・
岨
Ｏ
．
Ｏ
．
・
．
一
Ｌ
．
一
・
・
紺
｝
伽

　
市
Ｌ
ま
し
上
ｉ
一
．

　
上
の
咄
｛
．
一
｛
は
．
暁
ｏ
・
割
ｏ
”

が
・
＾
占
く
榊
く
．
一
戸
一
か
あ
．
一
土
寸
一

些
Ｏ
・
か
．
か
＾
な
い
場
両
＃
一
泄
ぴ
ま
一

Ｌ
ｔ
、
「

　
　
民
生
曇
員
・
児
ｉ
委
員

職
講
内
容

唯
拙
増
的
一
」
と
に
’
・
．
・
．
肚
会
袖
廿
．

凹
坤
世
に
宙
的
て
い
圭
す
一

　
・
提
．
曲
吐
．
拙
寸
ム
甘
キ
一
遭
切
に
保
誰

　
　
指
珀
寸
乱
二
と
．
．

　
　
工
あ
小
帖
肚
ぴ
堀
培
的
状
＃
卓
希

　
　
ら
か
に
Ｌ
，
そ
椚
保
裡
・
｝
僻
そ

　
　
ｉ
山
．
－
止
一
一
岨
－
」
，
・
．
珪
』
壬
｝
Ｌ
ｌ
ｉ

　
　
’
一
．
■
寺
‘
．
■
■
、
■
　
　
　
　
　
　
　
十
皿
１
」
’
’
４
■

　
　
塒
ヰ
一
寸
兄
．
・
一
Ｌ
．
．
一
．
．

　
・
杣
＾
．
＾
拙
朴
｝
葉
抽
誼
と
笥
一
・
｝
一
」
辿

　
　
粘
，
一
、
せ
”
描
峠
ヰ
．
助
■
苫
二
と
．

　
・
朴
会
袖
廿
廿
＃
止
＝
症
功
る
枯
甘

　
　
に
咄
寸
石
｝
瑞
川
肚
ぴ
咄
冊
打
曲

　
　
横
…
Ｏ
某
拙
に
協
力
・
一
．
，
且
こ
と

．
相
識
員

　
　
　
小
　
川
　
一
．
…
次

な
山
丑
些
て
寸
、

　
耕
た
右
固
い
・
下
士
見
つ
．
■
る
か
、

牲
場
辻
一
．
」
側
杣
．
｛
に
川
識
Ｌ
■
く

　
人
帥
肚
Ｌ
倒
い
■
坤
．
小
｛
『
『
Ｌ
れ
て

い
士
寸
．
．

　
冊
歩
き
せ
兄
肘
も
引
き
．
糊
な
片
一

「
｛
つ
な
い
で
打
い
ま
－
－
ｉ
．

　
　
宜
冊
が
な
か
．
一
、
た
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